
 

学校における 
避難訓練のあり方について 

 ～実効性の高い訓練を実施しましょう～  
 

 

避難訓練のあり方について、一緒に考えてみませんか。 
皆さんの学校で実施している避難訓練を思い返してみましょう。 
これまで避難訓練は、児童や生徒に避難の仕方を教えるだけの「児童や生徒達の 

ための避難訓練」になっていませんでしたか？ 
児童や生徒が安全に避難するためには、先生方が各自の役割を理解した上で、連 

携して初動対応をとることが不可欠です。 
１１９番通報してから消防隊が到着するまでの間に、児童や生徒をどのように避難 

誘導し、火災による被害を最小限に抑えられるかが、先生方の役割となります。 
もしもの火災に備えて、日頃から自己の役割や対応、措置について確認し、成果や 

課題を話し合っていく・・・。 
学校における避難訓練は、そういった場であるべきだと思いませんか。 

 

 

 

  
自動火災報知設備が

鳴動したら・・・ 

何をすべきか 

分かりますか？ 

いざ！というときに、

消火器や屋内消火栓

設備を使うことがで

きますか？ 

火災は、１１９番。 

ところで、どのタイミ

ングで誰が行えば 

よいのでしょうか？ 

 

 

放送設備で避難指示！ 

火災により、いつもの

避難経路が通れない場

合も・・・ 

学校内にある防火戸

の位置、役割を理解し

ていますか？ 

 

裏面の「総合訓練」を年１回以上実施しましょう！ 

 

避難訓練は、「子どもたち

のため」だけではなく、 

「先生方のため」という 

ねらいもあります。 
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自動火災報知設備が発報 

 

自動火災報知設備の 

受信機で火災発生場所を確認 

消火器を持って現場へ！ 

火災発見 「火事だー！」「火事だー！」 

火災情報の伝達 

職員室に連絡 
校長（防火管理者）の指示 

局番なしの１１９ 

「火災」であること

を伝える 

消火器を現場に集結 

屋内消火栓設備を操作する 

火災の状況を考慮し 

避難方向を決定 

放送設備を使用して 

避難経路を明確に指示する 

 
＜１１９番通報＞ 

必要なことを聞かれるので

落ち着いてはっきりと答える。 

★聞かれること★ 

・住所と建物名称 

・出火場所とその状況 

・逃げ遅れ、ケガ人の有無など 

＜初期消火＞ 

実際の火災の場合は、現場

の直近にいる人が消火活動を

行う可能性が高いため、全員

が消火器、屋内消火栓設備の

使用方法を熟知しておくこと

が大切です。 

＜防火戸の役割＞ 

防火戸は、火災の延焼や煙、

有毒なガスの流入を防止する

という役割を持っています。 

火災時は防火戸を閉め、被

害の軽減、避難の時間確保に

努めましょう。 

避難確認 

避難誘導は間に合っているか？ 

逃げ遅れ者はいないか？ 

負傷者はいないか？ 

全員避難したか？ 

消防隊に情報提供 
出火場所は？ 

逃げ遅れは？ 

ケガ人は？ 

実災害はシナリオの 

とおりに進みません。 

あらゆる想定で考える

チカラをつけましょう！ 現場確認 

通報 初期消火 避難誘導 

 総合訓練（消火・通報・避難） 
「基本的な初動フロー（例）」と「行動のポイント」 

 

 火災発生 

校長（防火管理者）に報告 

盛岡地区広域消防組合消防本部 
Morioka-Fire.Dept. 


